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公の施設の指定管理者監査の結果報告について 

 

 

地方自治法（昭和 22年法律第 67号）第 199条第７項の規定に基づき、公の施設の

指定管理者監査を実施したので、同条第９項の規定により、その結果を報告する。 

 

記 

 

第１ 監査の概要 

 

１ 監査の目的 

市が公の施設の管理を行わせ、指定管理料を支出している次の団体について、

令和５年度の指定管理に係る出納その他の事務の執行が適正かつ効率的に行われ

ているかを確認するため監査を実施した。 

 

２ 監査の対象 

 団 体 名  社会福祉法人 緑風会 

 施 設 名  平川市東部地区デイサービスセンター 

 所 管 課  健康福祉部高齢介護課 

 

３ 監査実施日及び監査実施場所 

   実 施 日  令和６年 10月 22日（火） 

   実施場所  監査委員事務局 

 

４ 監査の着眼点 

今回は、主に次の観点について監査した。 



 

 （１） 施設は関係条例・規則等の規定により適切に管理されているか。 

  （２） 施設管理に係る収支会計経理は適切か。 

（３） 関係帳票の整備、記帳は適切か。また、証拠書類の整備、保存は適切か。 

（４） 協定等に基づく義務の履行は適切か。 

（５） 利用促進のための努力が行われているか。 

  

５ 監査の方法 

（１） 関係書類の実地調査 

（２） 団体及び所管課からの聴取調査 

 

６ 監査の対象施設の概要 

名   称 

及び 

所 在 地 

 平川市東部地区デイサービスセンター 

平川市葛川田の沢口５番地１ 

施設概要  

 土地面積  855.17㎡ 

 建物面積  298.83㎡ 

 構  造  木造一部鉄筋コンクリート平屋建 

 施設内容  デイサービスセンター 

開館時間  

及び 

休 館 日 

 開館時間  月～金曜日 午前８時 30分～午後５時 30分 

 休 館 日  土曜日及び日曜日 

指定期間  

 平成 19年４月１日から平成 24年３月 31日（５年間） 

 平成 24年４月１日から平成 29年３月 31日（５年間） 

 平成 29年４月１日から令和４年３月 31日（５年間） 

 令和４年４月１日から令和９年３月 31日（５年間） 

協 定 書  

締結年月日  

・基本協定書 令和４年４月１日締結 

・年度協定書 令和５年４月１日締結（令和５年度） 

指定管理料 7,270,000円（令和５年度） 

利用料金  

 指定居宅サービス及び指定介護予防サービスに関する基準 

に基づき算定された費用の額の 100分の 10に相当する額に 

食材料費等を加えた額、または当該基準に定めがない場合の 



 

費用の額は、当該基準を準用して算定して得た額。 

 自動販売機を設置した場合は、設置業者から設置料（電気料 

含む）を徴収することができる。 

 公衆電話を設置した場合は、その利用料金を収入できる。 

業務範囲  

及び 

管理基準  

【業務範囲】 

１ 高齢者等に対する機能訓練に関する業務 

２ 高齢者等に対する入浴及び給食サービスに関する業務 

３ 高齢者等及びその家族介護者に対する相談、指導等に 

 関する業務 

４ デイサービスセンターの管理に関する業務 

５ 利用料金の収納等に関する業務 

６ 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める業務 

 

 【管理基準】 

１ 利用者の安全確保に留意するとともに、施設の環境保 

全、保安警備に努め、良好な施設の維持管理を行うこと 

を基本とすること。 

２ 利用者が常に安全な環境で利用できるよう管理を行 

 うこと。 

３ 利用者の意見を管理に反映させること。 

４ 個人情報の保護を徹底すること。 

５ 経費の削減に努め、効率的管理を行うこと。 

所 管 課 健康福祉部 高齢介護課 

関係例規  

 平川市公の施設の指定管理者の指定等に関する条例 

 平川市公の施設の指定管理者の指定等に関する条例施行規則 

 平川市東部地区デイサービスセンター条例 

 

７ 令和５年度事業実績 

（１） 収支決算状況 

 指定管理に係る部分において前年度と収支決算状況を比較したところ、指

定管理料が前年同額の 7,270,000円であり、収入合計が 22,250,305円で前年

度より 4,780,844円（17.7％）の減となっている。これは収益的事業収入が

減となったことが要因である。 

支出合計が 25,078,156円で、前年度より 3,228,226円（11.4％）の減とな

っている。これは、人件費等が減となったことが主な要因である。 



 

収入合計から支出合計を差し引いた額は、令和４年度は 1,275,233円の赤

字だったが、令和５年度は 2,827,851円の赤字となり、前年度より 1,552,618

円の赤字増となっている。 

（２） 施設利用状況 

施設利用状況の前年度との比較では、利用者数合計が 1,411人で、前年度

より 437人（23.6％）の減となっている。 

また、平川市東部地区デイサービスセンター条例で業務として規定されて

いる項目については、機能訓練が 1,411人で、前年度より 437人（23.6％）

の減であった。入浴サービスについては、1,012 人で、前年度より 187 人

（15.6％）の増であった。給食サービスについては、1,398 人で、前年度よ

り 410人（22.7％）の減であった。相談・指導については、1,411人となり、

前年度より 437人（23.6％）の減であった。 

 

（３） 保守点検等管理業務状況 

施設の保守点検等管理業務については指定管理業務基準書に定められてお

り、その中で実施内容が記載されている業務は、令和５年度においてすべて

実施していた。 

 

 

第２ 監査の結果 

 

１ 結果 

（１） 緑風会に関する事項 

提出された書類及び事前に提出を求めた書類により聴取等を行った結果、

概ね適正に処理されているものと認められた。収支会計経理については、領

収書等証拠書類と出納簿の照合がしにくかったため、整理に努めてほしい。 

保守点検等管理業務については、基準書に定められている業務はすべて実

施されており、日常的に実施している清掃や巡回などの業務日誌もきちんと

作成しており、日常管理が適切に行われていた。 

しかしながら、経営面では赤字経営が続いているため、赤字額の減少を望

むものである。 

そのほか事務処理上留意すべき軽微な事項については、監査時に口頭にて

改善または検討を要望した。 

 

（２） 所管課に関する事項 

 前々回の監査結果報告（平成 27年２月 12日付平監第 58号）及び前回の監

査結果報告（令和２年 11月５日付平監第 50号）において、管理業務基準書

に保守点検等管理業務の実施回数が定められていないことから、必要な業務

について具体的に回数を規定するよう指摘したが、改善が見られなかった。 

 施設管理に関する業務基準は、指定管理者の公募・指定に関連する重要な



 

事項であるため、具体的な回数の規定を設けるように見直しを求めるもので

ある。 

 利用者が減少するなかで将来展望を持ち方策を考えるべきと思われる。 

２ 総括 

平川市東部地区デイサービスセンターは、同地区唯一の通所介護施設であり、

高齢者の方々の集いの場として定着している。また、在宅生活を送る高齢者の方々

を支援し、家族介護者の負担軽減や相談窓口にもなるなど、地域の介護拠点施設

として非常に重要な役割を担っている。 

社会福祉法人緑風会においては、指定管理者として積極的に管理運営されてい

ることは敬服に値するものである。今後も所管課との連携を密にしながら、利用

者の安全確保などに努めるとともに、より効率的な運営に取り組んでいただきた

い。 


